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ABSTRAK 

 

Listya Arinawati. 2023. Ekranisasi Novel Pinku to Gurē karya Kato Shigeaki ke 

dalam film Pinku to Gurē karya Isao Yukisada. Skripsi, Pendidikan Bahasa Jepang, 

Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

 

Ekranisasi adalah proses pelayar putihan novel menjadi sebuah film. Dengan 

adanya ekranisasi, terdapat perubahan yang terjadi baik itu di jenis karya awal, 

yakni novel, maupun pada jenis karya hasil ekranisasi, yakni film. Tujuan dari 

penelitian ini adalah untuk mengetahui ekranisasi yang terjadi pada novel Pinku to 

Gurē karya Kato Shigeaki yang diadaptasi menjadi film Pinku to Gurē karya Isao 

Yukisada, serta untuk mengetahui bagaimana unsur intrinsik novel dan film 

tersebut berubah setelah terjadinya ekranisasi. Penelitian ini adalah penelitian 

kualitatif yang menggunakan metode deskripsi analisis disertai dengan teknik 

simak-catat untuk mengutip data. Data kemudian dianalisis menggunakan teori 

ekranisasi Eneste yang membagi proses ekranisasi menjadi tiga bagian yakni 

pengurangan, penambahan, dan perubahan bervariasi. Penelitian ini juga 

menggunakan pendekatan struktural untuk menganalisis unsur intrinsik yang 

berubah karena terjadinya ekranisasi novel Pinku to Gurē karya Kato Shigeaki dan 

film Pinku to Gurē karya Isao Yukisada. Berdasarkan hasil analisis, ditemukan 

bahwa ketiga proses ekranisasi yang dikemukakan oleh Eneste terjadi pada adaptasi 

novel Pinku to Gurē karya Kato Shigeaki menjadi film Pinku to Gurē karya Isao 

Yukisada. Pengurangan, penambahan, dan perubahan variasi berbagai adegan yang 

ada mempengaruhi unsur intrinsik yang terdapat pada kedua karya sastra tersebut, 

yakni alur, tokoh dan penokohan serta latar waktu. Perubahan unsur intrinsik itu 

terjadi karena adanya perbedaan maksud dan tujuan yang hendak disampaikan oleh 

pengarang  novel Pinku to Gurē dan sutradara film Pinku to Gurē. 

 

Kata Kunci: ekranisasi; novel Pinku to Gurē; adaptasi; film Pinku to Gurē  
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ABSTRACT 

 

Listya Arinawati. 2023. Ecranisation of Kato Shigeaki's Novel Pinku to Gurē into 

Isao Yukisada's Pinku to Gurē film. Thesis. Japanese Language Education Study 

Program. Faculty of Language and Art. State University of Jakarta. 

 

Ecranisation is a process that turns novels into films. This study aims to find out 

the ecranisation process that occur in Kato Shigeaki's Novel Pinku to Gurē which 

was adapted to a film with the same title, Pinku to Gurē, produced by Isao Yukisada 

and how the intrinsic element of both works changes due to ecranisation. This is a 

qualitative study using the descriptive analytics method and note-taking technique 

to collect data. The collected data are then analyzed using Eneste’s theory of 

ecranisation which includes three kinds of process; reduction, addition, and 

modification. This study also uses a structural approach to analyze how the 

ecranisation process affects the intrinsic elements of both novel and the film. Based 

on the analysis, the researcher found out that all three kinds of ecranisation process 

(reduction, addition, and modification) occurred in the adaptation of Kato 

Shigeaki’s Novel Pinku to Gurē into Pinku to Gurē film produced by Isao Yukisada. 

These processes (reduction, addition, and modification) that occurred in many 

kinds of scenes affected the intrinsic elements of the works—which are the 

characters, plot, and settings. The changes were made because the aims of the 

movie producer, Isao Yukisada, differs from the original aim of the novel writer, 

Kato Shigeaki. 

 

Keywords: ecranisation; Pinku to Gurē novel; adaptation; Pinku to Gurē film 
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概要 

 

加藤シゲアキの小説「ピンクとグレ―」から行定勲の映画「ピンクとグレ―」 

における エクラニゼーション（小説の映画化） 

 

ジャカルタ国立大学 

言語技術学部 

日本語教育学科 

リスティア・アリナワティ 

listya.arinawati@gmail.com 

A. 背景 

言語を使用する人間としてには、本質的に自分の考え、経験、アイデアを表現

する場所が必要がある。これは文学作品の創作によって明らかになる (Damono, 2006)。  

文学作品は基本的に、人間の思考の結果を、書かれた媒体と口頭媒体の両方の媒体に注

ぎ込むものである。 だが、文学作品がこれら 2 種類のメディアでのみ楽しめることに限

定されるわけではない。 時代とともに文学作品もさまざまなメディアで表現され、楽し

まれてきたが、その一つがドラマや映画などの視聴覚メディアだ。 映画 (Damono, 2018) 

は最新のタイプの芸術だ。 映画を作るにはストーリーが必要であるため、この新しい芸

術の発展が始まった当初から文学作品と映画は関連付けられてきた。 

文学作品を映画化することを「エクラニゼーション」(ecranisation)と言われて

いる。エクラン(écran）の化自体は、スクリーンを意味するフランス語のエクランに由来

している。Enesteによと、エクラニゼーション (ecranisation)とは、文学作品の形式を映画

に変更したものだ (1991)。 エクラニゼーションは、3 つのプロセスがあり、つまり、削

減 (reduction)、追加 (addition)、変化 (modification)というプロセスを通じて発生する可能

性がある (Eneste, 1991)。 これは、小説が映画とは異なるため、内在的要素と外在的要素

に関してさまざまな調整が必要になるためだ（Damono, 2018）。 本研究では、小説の映

画化の本質的な内在的要素に対するエクラニゼーションの影響を検討する。 

昨今、さまざまな小説を原作とした映画が数多く作られているが、その 1 つが

加藤シゲアキの小説『ピンクとグレー』を原作とした行定 勲の映画『ピンクとグレー』

だ。 エクラニゼーションのプロセスでは、削減、追加、変更という 3 つのプロセスが発

生する可能性がある。 エクラニゼーションは、2 つの作品の本質的な要素に影響を与え、

変更する。 
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B. 問題提供 

本研究では、加藤シゲアキの小説『ピンクとグレー』を、行定勲が製作した同

名映画『ピンクとグレー』に翻案する際に起こる変化の過程だ。また、それが両作品の

本質的な要素の様々な変化にどのような影響を与えているかと明らかにする目的とする。 

C. 解決 

1. 研究方法 

この研究でデータを収集するために使用された方法はメモを取る手法だ。 次に、

収集されたデータは、パムスク・エネステ(Pamusuk Eneste）のエクラニゼーション理論

を使用して分析されます。この理論には 3 つのプロセスが含まれ、削減、追加、修正。 

この研究ではまた、構造的アプローチを使用して、エクラニゼーションのプロセスが

両作品の本質的な要素にどのような影響を与えるかを分析する。 

2. 研究結果と分析 

加藤シゲアキの小説『ピンクとグレー』と行定 勲の映画『ピンクとグレー』

から、エクラニゼーションが起こったのは、１５つのデータに発見された。以下は、

この調査におけるデータ分析の例である。 

（１）実家で大貴と大貴の母親はテレビ番組に出た漣吾について話しかけていたシ

ーン。 

データの数 小説にあるシーン 映画にあるシーン 

 1 大貴の母「鈴木くんすごいわねえ」 

この時だって本当は、彼の成功とさらなる飛

躍を誰よりも願っていた。 

大貴の母「すっかりいい男になちゃって」 

しかしもう一方で僕は彼の挫折と転落も祈っ

ていた。 

真反対の情念は水と油のように離していて、

しかしどちらも間違いなく、そして強弱なく

僕の中にある。そしてそれらがこれから先に

乳化して単一になることも、おそらくない。 

大貴の母「あたしもこんな息子が欲しか

ったわ」 

(ピンクとグレ―, 2012: 12) 

(無) 

 

  

１つ目のデータを見ると、このシーンは、小説がるのに、映画にはない。こ

のシーンを削除する作業は、行定勲監督が行ったシーンの削減（reduction）の一つ

である。これは、エクラニゼーションには  3 つのプロセスで、すなわち削減 

(reduction)、追加 (addition)、変化(modification)があると述べている Eneste の理論に従

っている (1991)。 
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このシーンを削減するというエクラニゼーションのプロセスによって変更さ

れた本質的な要素は、プロット、登場人物、および特徴付けだ。この小説には、大

貴の母親のキャラクターは、大貴を息子として過小評価しているように見える。 こ

れは、次のセリフで示されている。 

大貴の母「こんな息子も欲しかったわ」 

（ピンクとグレー、2012:12） 

 

この大貴の母親のセリフは映画には出てこない。 映画では大貴の母親は物

語の導入部に登場するのみで、物語の進行に影響を与えられない。 

さらに、このシーンの削除により、プロットの本質的な要素も変更される。 

Kosasih (2008) は、物語は通常、物語の状況の導入 (説明)、出来事の開示 (複雑化)、

紛争に至る (アクションの上昇)、紛争のピーク (転換点)、解決策（エンディング）

の部分から構成されると述べている。 

次の会話で述べられているように、大貴の母親のセリフには、大貴の漣吾に

対する憎悪の感情を助長していた。 

しかしもう一方で僕は彼の挫折と転落も祈っていた。 

（ピンクとグレー、2012:12） 

 

小説では、大貴への憎悪をもたらす母親のセリフが、大貴の心の葛藤の始ま

りとなっている。 これは紛争につながる部分の一つだ。 しかし、映画ではこのシ

ーンが削除されているため、大貴の心の葛藤はこのシーンには描かれていない。 

行定勲監督原作とした映画『ピンクとグレー』のテーマの一つは青春だ。こ

の映画は漣吾や大貴などの少数の主要人物にのみ焦点を当てていると結論付けてい

る。 したがって、行定勲監督は、大貴の母親の言葉は大貴が漣吾に対する憎悪を

助長する動機の 1 つではなく、紛争の始まりの一部ではないと判断した。 

全の 1５個のデータで発生したエクラニゼーションは、次の表で発見できる。 

 エクラニゼーションのプ

ロセス 

データの数 

1 削減 (reduction) 1, 2, 4, 8, 9, 16 

2 追加 (addition) 11, 13, 14 

3 変化(modification) 3, 5, 6, 7, 10, 12, 15 

 

さまざまなシーンの削除、追加、変化は、小説および映画『ピンクとグレ』

の本質的な要素に影響を与える。 行定勲監督のエクラニゼーションの影響を受け
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た本質的な要素は、プロット、登場人物、人物像、そして時代設定である。 この

本質的な要素の変化は、小説『ピンクとグレ』の作者である加藤シゲアキと映画

『ピンクとグレ』の監督である行定勲が伝えたかったテーマ、さらには目的や目

標に違いがあることを示している。 4 つの要素はテーマに一貫性と意味を与える 

(Nurgiyantoro, 2012)。 

3. 結論 

『ピンクとグレー』という作品のエクラニゼーションには、変化 (modification) が起

こったシーンは 7 つである。これは、エクラニゼーションの際に主に発生するプロセス

だ。また、『ピンクとグレー』小説の 6 つのシーンで発生した、一種の削除のプロセス

が行われる。 最後に、映画『ピンクとグレー』のストーリーを完成させるために、行定

勲監督が手掛けた 3 つの新しいシーンで、追加が行われる。 

小説『ピンクとグレー』には、青春のときめきから芸能界、友人関係、恋愛関係、

家族関係、禁断の関係まで、さまざまなテーマが登場した。 これらのテーマは行定勲監

督によって追求され、映画『ピンクとグレー』が映画の大きなテーマを忘れずにうまく

構成できるようになった。 したがって、実行されたエクラニゼーションは、ピンクとグ

レーの物語の主要なテーマ、つまり若者と芸能界の興奮を強調することを目的としてい

た。 
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